
第６１回中村雅一賞全十勝中学校駅伝競走大会

第３９回中村雅一賞全十勝中学校女子駅伝大会

第３９回北海道中学校駅伝競走十勝地区予選会

１．主 催 十勝陸上競技協会 全十勝中学校体育連盟

２．日 時 令和３年９月１１日（土） 雨天決行
開会式 ９時００分
スタート時間 女子・９時５０分 男子・１０：５０頃(女子終了後)
閉会式 １２時２０分頃
＊参加チーム数、天候によってはスタート時間の変更もありうる。

１．走 路 帯広の森陸上競技発着
競技場～公園内周回コース、出発・中継点は陸上競技場内とする。
男子・・3.0㎞コース ６区間 (全員同一コース）
女子・・１区・3.0Km ２区・2.0Km ３区・2.0Km ４区・2.0Km ５区・3.0Km
※コースは別紙コース図を参照ください。

４．参加規定 ①出場は、男子は高学年・低学年共にそれぞれ１校２チームまでとし、正選手６
名、補欠２名を１チームとする。
女子は、１校２チームまでで、正選手５名、補欠２名を１チームとして別紙申
し込み用紙に記入のうえ申し込むこと。

②正選手、補欠選手は２つのチームに重複登録することは出来ない。
③申込後の選手の入れ替えは該当チームの補欠との入れ替えのみとする。
④引継は主催者の用意するタスキを使用する。
⑤同一走者が２区間にわたって走ることはできない。
⑥伴走は一切禁止とする。（失格の対象になります）
⑦参加者は、大会運営上必要な氏名や学校名などの情報をプログラム、掲示板、
ホームページへの掲載について了承するものとする。

⑧健康診断において異常なしと判断され、日常の活動状況から本大会への出場に
差し支えなしと判断し、保護者が承諾した者。

５．参加料 １チーム５,０００円 （申し込みと同時に納入すること）

６．申込方法 (1)専用申込の様式フォームを十勝陸上協会のＨＰよりダウンロードし入力し、メー
ルに添付し下記に送信すること。

送信先 entry@ivy.ocn.ne.jp
(2)申込シートを印刷、押印し、参加料を添えて、下記の申込先に郵送するか持参す
ること。

７．申込先 〒080-0011 帯広市西１条南３丁目１５番地
ホテルボストン フロント気付 十勝陸上競技協会 宛
※表書きに中村杯駅伝申込書と明記しください。

８．申込締切 令和３年９月２日（木）１７：００ 厳守でお願いします。

９．表 彰 優勝チームには、それぞれ中村雅一賞を授与する。団体は８位まで
男子高学年・男子低学年・女子の部に区間賞を授与する。

10．その他 ①昨年度優勝したチームは、優勝旗を忘れずに持参すること。
②北海道大会（新得開催）の推薦枠
(1)男女とも（男子は高学年・低学年併せて）６位まで

※男女とも、上記の順位以内に同じ学校のチームが入った場合は順位
を繰り上げ推薦する。

(2)推薦順位(1)の他に低学年優勝校に出場の推薦をする。
ただし、低学年優勝校が(1)の推薦順位までに入った場合は(1)の推薦数。

③日本陸上競技連盟及び各都道府県陸上競技協会が指定する、新型コロナウイル
ス感染予防についてのガイダンスに沿って、事前健康チェックをし、大会当日
持参し、提出すること。

④日本陸上競技連盟が公表したガイダンスに沿って、感染予防対策、競技運営を
実施する。



11．新型コロナウイルス感染症の拡大予防について

(1) 参加者は、（公財）日本中学校体育連盟の全国中学校体育大会実施上のCOVID-
20感染拡大予防ガイドライン及びにスポーツ庁、（公財）日本陸上競技連盟な
どが作成している新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止に関するガイドラ
インを遵守し、大会に参加すること。

(2) 大会実行委員会としても可能な限り感染防止対策を徹底した上で大会準備や大
会運営に努めるが参加者も大会期間中は各種ガイドラインに基づき、感染予防
に努めること。

(3) 参加者は、全十勝中学校体育連盟の感染予防を踏まえた全十勝中体連主催大会
への参加の流れに基づき、所定の用紙に記入し、大会本部に提出すること。

(4) 参加者は大会申込時に【参加同意書】を必ず学校に提出すること。
(5) 参加者は、大会前の感染予防や緊急時の体制づくりの観点から、大会前後2週

間の体調と行動履歴の記録を【健康管理表】【行動履歴書】に毎日記入するこ
と。

(6) 監督（引率者）は、大会当日、大会実行委員会に【学校同行者の健康状態報告
書】を提出する。

(7) チームや選手の出場停止等、新型コロナウイルス感染症の感染予防のために主
催者が決めた措置については、主催者の指示に従い、遵守すること。

(8) 今後の新型コロナウイルス感染症の感染拡大によって、国や北海道などから
大会開催についての指導・助言があった場合や、開催自治体などが当該地域に
おいて大会を開催することが難しいと判断した場合は、主催団体において大会
の開催について改めて協議する。


